
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                     平成３０年 

                                   １２月２１日発行 

                                    

 

 

 

◆ 今年度の重点目標  協働し、自立する生徒の育成 ◆ 

自己実現に向け、進んで努力や工夫を積む子(自立)   力を合わせ、人のために行動する子(協働) 

 

  

家族 DE 読書習慣 

校長 籔  智 樹 

 

校長 籔  智 樹 

 

校長 籔  智 樹 

 

岩内第二中学校 HPアドレス  http://www.town.iwanai.hokkaido.jp/dai2chu/ 
 

家に帰ると、明かりは点いているけど

テレビの音がしない、居間に行くと家族

がくつろぎながらも、それぞれの本を読

んでいる…「あっ、おかえり！」。なんて、

すてきじゃありませんか。 

１５分でも３０分でもしーんとした中

にも豊かな時間に包まれる至福のひと時

をご家庭で作って頂きたいと思っていま

す。本は読んだ方がいいものなのか、読

まなくてもいいのか…。いえ、読むべき

ものと考えます。そして、感性のみずみ

ずしい時にこそ読んでほしいと痛感しま

す。 

 終業式では、今年の総括を踏まえて来

年どんな一年にしましょうかと提起しま

した。私からご家庭への提案はズバリ、 

家庭での読書習慣です。 

現在、文章問題が苦手という子はたくさ

んいます。何を問われているかがわからな

いために答えられないのです。読み解く力

をつけさせたい。その力をつけるために読

書を生かしたいと思います。漁師さんが磯

やけの海を復活させるため原因を山に求

め、木を植えることで豊かな海を取り戻し

たこととつながるかもしれません。急がば

回れ、といったところでしょうか。 

 テレビでもお馴染みの齋藤孝氏（明治

大学教授）は、本を読むというのは「大変

高度で、知的な作業だ」と語っています。 

また橋本武氏は元灘高の国語教師ですが

『銀の匙』（中勘助著）という本を３年間か

けて読み解く授業を行いました。そのころ

から灘高は東大合格者を多数輩出する名門

校になっていくのです。 

もちろん読書本来の効能は、読む人の

想像力を掻き立てたり、わくわくしたり

ドキドキしたり、時にはほろっと来たり

しながら心を豊かにしてくれるところに

あるでしょう。美しいものを美しいと共

感できたり、人の辛さや苦しさがわかる

思いやりが育ったり、思い通りにいかな

いことがあってもすぐに切れて怒鳴った

り相手を気付つけることなく、幅広い考

え方で人と対応できたり…と人として生

きていく上で必要なことがぎっしり詰ま

っています。 

 でも習慣って、いいとわかっていても

身につくためにはちょっぴり苦しみま

す。そのお手伝いをご家族の方にお願い

したいのです。読め！と言って読ませる

のではなく、素敵な時間をわが子と共有

していただきたいと願っています。 

 まもなく新年を迎えます。今年も一年

大変お世話になりました。明くる年は皆

様にとりまして素晴らしい一年となりま

すようお祈りいたします。 

それでは、よいお年を 

お迎えください。 



 

終業式を翌日に控えた１２月２０日（木）、「校

内球技大会」を行いました。体育の授業で習った

ことを生かし、大会前には昼休みに体育館でたく

さんの生徒が練習していました。大会では熱戦が

繰り広げられ、各学級からは熱い応援がおくられ

ていました。優勝をめざして勝負をかけた大会で

はありましたが、学級の仲間と力を合わせ、団結

や友情を深め合う機会となりました。 

また、大会の運営は生徒会保体部が、審判はバ

スケットボール部やバレーボール部の生徒が担

当し、全校生徒の協力で大会を成功させることが

できました。 

＜バスケットボール男子の結果＞ 

優 勝：３年１組  準優勝：２年２組 

＜バレーボール男子の結果＞ 

優 勝：３年１組  準優勝：３年２組 

本物の英会話に挑戦 

１２月１９日（水）、

５名のネイティブスピ

ーカーの先生をお招き

し、今年度も１学年で

「English トライア

ル」を行いました。生徒は授業で習った英語を使

い、飲食店や衣料品店、学校生活などの場面を想

定した英会話に挑戦し

ました。この経験をぜ

ひこれからの英語学習

に生かしてほしいもの

です。 

 

寄贈ありがとうございました 

今年も女性の集いは

まなす様から１００枚

程の雑巾を寄贈いただ

きました。校内の清掃活

動に活用します。ありが

とうございました（写真は大掃除の様子です）。 

 

 

 

 

＜バスケットボール女子の結果＞ 

優 勝：２年２組  準優勝：２年１組 

＜バレーボール女子の結果＞ 

優 勝：３年１組  準優勝：３年２組 

表現力を身につけよう！ 

３学年生徒会では、朝の会の時間に「３０秒ス

ピーチ」を行いまた。今回は「○○の魅力」とい

うテーマで原稿を用意し、順番に発表しました。

その後、廊下に原

稿を掲示して１

組と２組のスピ

ーチを交流しま

した。 

また、生徒会図

書部では、１学期に続いて「読書カード」の活動

を行いました。この活動では、全校生徒が朝読書

などで読んでいるおすすめの本の感想をカード

にまとめます。カードは廊下に掲示して交流した

他、今回は昼の放送で全校生徒に紹介しました。 

これから、自分の考えをまとめたり話したりす

る力はますます

大切になります。

このような活動

を通して生徒の

実践力を育てて

いきます。 

熱い試合が繰り広げられました ～校内球技大会～ 



入賞おめでとう！ 

１２月７日（金）、岩内地方文化センターを会場

に「社会を明るくする運動作文コンテスト表彰式」 

が行われました。本校からは夏休みの課題として

取り組んだ作文

から、６名の作品

を出品しました。

その結果、２年生

の○○○○君が

札幌地方推進委

員会優秀賞を受賞し、表彰式では「命」と題した

応募作品を朗読しました。加えて、応募者全員に

岩内地区保護司会会長賞が贈られました。 

また、人

権作文コン

テスト俱知

安地区大会

では、「応援

されるチー

ム」と題して応募した１年生の○○○○君が入選

に選ばれました。 

 

志望実現のために全力を！ 

３年生は１２月上旬に「三者面談」を終え、そ

れぞれの志望校が決まりました。多くの生徒が受

検する公立高校の一般入試（３月５日が学力検査、

６日が面接試験）まで２か月半です。志望の実現

のために、全力を尽くしてほしいものです。また、

１、２年生にとっても進路選択はそんなに先のこ

とではありません。今のうちから将来について、

少しずつ考えを深めていくことが大切です。 

 

参観ありがとうございました 

１２月１１日は今年度３回目の「授業参観日」

でした。今回は全学級で道徳の授業を参観いただ

きました。３学期

は２月２２日に

１、２学年の授業

参観を予定してい

ます。ぜひご来校

ください。 

 

 

スキー授業が始まります 

３学期が始まると、今年度も体育で「スキー授

業」を行います。イワナイリゾートに出向いて各

学年２回の授業を予定しています。冬休み中に用

具やウエアの準備・確認をお願いします。また、

２月１５日（金）には、１、２年生はニセコにス

キー遠足に出かけることにしています。 

 

ご協力ありがとうございます 
保護者の皆様には、１２月初めに行いました今

年度２回目の「保護者アンケート」にご回答いた

だきました。同時に実施した「生徒アンケート」

と合わせ、今後の教育活動の改善・充実に役立て

ます。なお、アンケートの結果などは３学期にお

伝えする予定です。 

 

安全で有意義な冬休みを 
明日から２５日間の冬休みです。２学期を振り

返って復習したり、体力づくりに取り組んだり、

有意義な生活をしてほしいものです。 

また、雪が積もり道路は凍結しています。くれ

ぐれも事故にあわないよう気をつけさせたいも

のです。学校では、休み前に指導を行いましたが、

各家庭に置かれましても重ねてご指導ください

ますようにお願いします。なお、別紙にて、「冬季

休業中の生活について」、岩内町少年補導センタ

ーからの「校外生活のきまり」と「岩内町少年補

導通信」を配布しています。早い機会にそちらも

ご覧ください。 

なお、夏休み中と同様に岩内町内の小・中学校

は学校閉庁日を設けます。１２月２９日（土）～

１月５日（土）は学校閉鎖となります。ご理解と

ご協力をお願いします。 

それでは皆様、本年も岩内二中へのご理解とご

協力ありがとうございました。良い年をお迎えく

ださい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

きこ 

 ＜お知らせ＞ 先月の学校だよりでお伝えしました学校ホームページのシステムの不調が回復

し、１２月上旬に更新を再開しています。ぜひご覧ください。 

子ども相談支援センター相談窓口のお知らせ 
いじめや不登校、体罰などの学校教育に関する悩み、子育て・しつけな

ど家庭教育に関する悩みなど相談してください。 

●電話相談 ０１２０－３８８２－５６（無料、毎日24時間対応 ） 

●メール相談  doken-sodan@hokkaido-c.ed.jp 

※急ぎの場合は電話相談を利用してください。 

●来所相談 ※10:00～16:00 

   （土日・祝日、年末年始はお休みです。） 

子ども相談支援センター 

         札幌市中央区北３条西７丁目道庁別館８階 

※上記の電話相談で予約してください。 

  

 


